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［１］［療育指導事業（子ども発達支援センター）］ 

さまざまな障がいのある子どもたちの主体的な発達を支援するために、子ども発達支援センター・ 

こうべ、さんだ、はんしんにおいて、理学療法、作業療法、聴覚言語療法などを用いて働きかけを 

した。 

 

（１） 通所訓練事業（個別・グループ） 

在籍児数  子ども発達支援センター・こうべ  ２０７名 

子ども発達支援センター・さんだ  １５５名 

子ども発達支援センター・はんしん    ８名 

                               計          ３７０名 

（前年  ４０９名） 

［個別訓練］ 

月４回または月２回、個別で聴覚言語療法・理学療法・作業療法などを実施した。  

計 ３６８名 

 

［グループ訓練］ 

     月２回、グループによる聴覚言語療法を実施した。 

〇 聴覚言語療法   「子ども発達支援センター・さんだ」   計   ２名 

 

 

 

訓練児内訳： 

年齢別内訳 地域別内訳 

０歳～２歳 ４名 神戸市  ２０３名 

３歳～５歳 ３４名 三田市  １４８名 

６歳～８歳 １２４名 西宮市    ７名 

９歳～１２歳 １８９名 尼崎市   ４名 

１３歳以上 １９名 三木市    ３名 

合 計 ３７０名 加東市    ２名 

 大阪府茨木市    ２名 

障がい別内訳 加古川市    １名 

発達障がい   ３３０名   

知的障がい    ２８名   

肢体不自由     ９名   

重複障がい    １名      

構音障がい     １名     

その他     １名   

合 計 ３７０名 合 計 ３７０名 

月４回の通所児 ８名   月２回の通所児 ３５８名   月１回の通所児 ４名 

 

訓練費減額サービス利用人数  ４名 
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（２）相談・指導事業 

相談児内訳： 

年齢別内訳 地域別内訳 

０歳～２歳 ５名（ ６名） 三田市 １１０名（１３３名） 

３歳～５歳   ３８名（５２名） 神戸市 ７６名（ ８２名） 

６歳～８歳 ６７名（７６名） 西宮市 ６名（  ６名） 

９歳～１２歳   ７４名（８３名） 芦屋市 ３名（  ５名） 

１３歳以上   １６名（２０名） 三木市 ２名（  ２名） 

合 計 ２００名（２３７名） 加東市 １名（  ７名） 

障がい別内訳 姫路市 １名（  １名） 

発達障がい １７９名（２１２名） 大阪市 １名（  １名） 

知的障がい １６名（ １９名）   

肢体不自由   ２名（  ２名）   

構音障がい ２名（  ２名）   

重複障がい １名（  ２名）   

その他 ０名（  ０名）   

合 計 ２００名（２３７名） 合 計 ２００名（２３７名） 

*（  ）は延べ人数 

 相談内容内訳： 

相談内容 

発達評価 ６９名（８１名） 訓練評価 ８１名（８６名） 

発達相談 ４６名（６１名） 不定期訓練 ０名（ ０名） 

進路相談 ０名（ ０名） その他 ４名（ ９名） 

      合  計 ２００名（２３７名） 

*（  ）は延べ人数 
相談費免除サービス利用件数  ２００件 

 

 

（３） 他団体への療育指導事業  

療育支援の要請があった施設や学校に、訓練士が出向き、訓練や相談を行った。 

派遣先 言語聴覚士 作業療法士 理学療法士 

神戸市総合療育センター ９名／週 ２２名／週 １０名／週 

神戸市東部療育センター ７名／週 １８名／週 ６名／週 

神戸市西部療育センター １０名／週 ２４名／週 ９名／週 

三田市立ひまわり特別支援学校小学部 １名／月 １名／月 １名／月 

三田市立ひまわり特別支援学校中・高等部 １名／月 １名／月 １名／月 

はりま自立の家（宍粟市）   ３名／週 

しそう自立の家（宍粟市）   １名／週 

はんしん自立の家（宝塚市）   ３名／週 

猪名川町療育事業 ２名／週 ２名／週 １名／週 

ウエルネット三田 ２名／月 ２名／月 ２名／月 

こどもコミュニティケア（神戸市垂水区） ２名／週 １名／週 １名／週 

すくすく学級（芦屋市）  １名（半日）／週  

あしやみらい（芦屋市） １名／週   

 週､月または年当たりの延派遣人数  
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（４）（第４９回）ことばの巡回相談（心身障害幼児言語巡回相談指導事業） 

療育機関が手薄な地域に おいて、ことばの発達の遅れや発話不明瞭など様々なことばの問題を主訴とす

る子どもたちの言語症状を評価し、相談・指導を行った。 
 

 日 程：令和７年８月１日～８月２９日 

場 所：兵庫県下の保健センター 計２か所 

指 導：当財団言語聴覚士 

指導児数：児と保護者 ８組（昨年実績：２カ所 ４組） 

後 援：兵庫県 
 

実施場所・日程実績内訳： 

地区 実施場所 実施日程 実施人数 人数集計 

但馬 香美町保健センター ８月４日（月） １名 １名 

西播 福崎町保健センター ８月１８日（月） ７名 ７名 

合計 ２か所  ８名 

 

対象児年齢別内訳：           障がい別内訳： 

３歳未満  １名   言語発達遅滞 ０名 

３歳   ２名  構音障がい   ３名 

４歳 ０名  発達障がい ３名 

５歳 ２名  知的障がい １名 

６歳 ３名  吃音 ０名 

７歳以上 ０名  特になし １名 

合計 ８名  合計 ８名 

 

 

（５）療育研修会 

発達上に課題のある子どもたちの援助をしている現場の指導員や教諭、保護者に対して療育に関する       

情報提供を目的に研修を実施した。 

 
① シェルボーン・ムーブメント 国際シェルボーン・ムーブメント認定コース 

初級者養成コース（セッション1・2／セッション3・4） 

日 程：令和７年６月２８日（土）（セッション1・2） 

令和７年６月２９日（日）（セッション3・4） 

場 所：神戸市中央区文化センター 

講 師：平井 真由美 氏（国際シェルボーン協会認定コースリーダー） 

      衣本 真理子 氏（国際シェルボーン協会認定コースリーダー） 

受講者：セッション1・2  ３２名 

セッション3・4  ２９名 
 
受講者内訳： 

地域別人数（名） 職種別人数（名） 

兵庫県 ２２ 保育士 １２  

京都府 ３ 児童指導員、理学療法士、作業療法士 各４ 

大阪府 ２ 公認心理士 ３ 

香川県、奈良県、新潟県 

三重県、岡山県 
各１ 

言語聴覚士 ２ 

教諭、児童福祉士、保育事務 各１ 

合計 ３２ 合計 ３２ 
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② シェルボーン・ムーブメント 国際シェルボーン・ムーブメント認定コース 

実践者コース（セッション5・6） 

  日 程：令和７年１０月１８日（土） 

 場 所：神戸市中央区文化センター 

講 師：瀧澤 聡 氏（日本シェルボーン・ムーブメント協会会長） 

受講者：２０名  
受講者内訳： 

地域別人数（名） 職種別人数（名） 

兵庫県 １６ 保育士 ８  

北海道 ２ 作業療法士 ５ 

香川県、新潟県 各１ 理学療法士 ３ 

  言語聴覚士、保育事務 

准教授、学生 
各１ 

合計 ２０ 合計 ２０ 

 

③ シェルボーン・ムーブメント 国際シェルボーン・ムーブメント認定コース 

上級者実践コース（セッション7・8・9・10） 

  日 程：令和８年２月２１日（土）・２２日（日） 

 場 所：子ども発達支援センター かるがも園 

講 師：瀧澤  聡  氏（日本シェルボーン・ムーブメント協会会長） 

平井 真由美 氏（国際シェルボーン協会認定コースリーダー） 

衣本 真理子 氏（国際シェルボーン協会認定コースリーダー） 

受講者：１６名  
受講者内訳： 

地域別人数（名） 職種別人数（名） 

台湾 １０ 台湾）ヨガ講師、指導員 各３  

兵庫県 ５ 
日本）保育士、児童指導員、理学療法士 

言語聴覚士、准教授、園長 
台湾）ソーシャルワーカ―、心理士 

学生、ティーチングアシスタント 

 

 

各１ 北海道 １ 

合計 １６ 合計 １６ 

 

④  シェルボーン・ムーブメント 国際シェルボーン・ムーブメント認定コース 

指導者を目指すための基準と評価（セッション11・12） 

 日 程：令和８年２月２３日（月・祝） 

 場 所：子ども発達支援センター かるがも園 

講 師：瀧澤  聡  氏（日本シェルボーン・ムーブメント協会会長） 

平井 真由美 氏（国際シェルボーン協会認定コースリーダー） 

衣本 真理子 氏（国際シェルボーン協会認定コースリーダー） 

 受講者：１６名  
受講者内訳： 

地域別人数（名） 職種別人数（名） 

台湾 １０ 台湾）ヨガ講師、指導員 各３  

兵庫県 ５ 
日本）保育士、児童指導員、理学療法士 

言語聴覚士、准教授、その他 
台湾）ソーシャルワーカ―、心理士 

学生、ティーチングアシスタント 

 

 

各１ 愛知県 １ 

合計 １６ 合計 １６ 
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⑤  親と子のためのシェルボーン・ムーブメント 

日 程：講義 令和７年１１月１日（日）～１２月６日（土）まで期間限定で配信 

実技 令和７年１２月６日（土）  

    令和８年２月２８日（土） ※追加開催 

場 所：講義 オンラインによる開催（YouTube） 

実技 長田区文化センター別館ピフレ 

講 師：山田 直樹 氏（当財団言語聴覚士） 

受講者：講義）６４名、 実技）12/6…４組（親子９名） 2/28…５組（親子１０名）  
受講者内訳：（講義） 

地域別人数（名） 

兵庫県 ２４ 

東京都 ５ 

大阪府、神奈川県、熊本県 各４ 

埼玉県 ３ 

静岡県、岡山県、広島県、沖縄県 各２ 

新潟県、富山県、山梨県、滋賀県、群馬県、福島県 
岐阜県、山口県、愛媛県、福岡県、大分県、鹿児島県 

各１ 

合計 ６４ 
 

（実技） 

12/6 2/28 
地域別人数（名） 年齢別人数（名） 地域別人数（名） 年齢別人数（名） 

神戸市 3 2歳 2 神戸市 3 2歳 2 

宝塚市 1 3歳、5歳 各1 宝塚市、明石市 各1 1歳、3歳、5歳 各1 

合計 4 合計 4 合計 5 合計 5 

 

⑥  障がいのある子どもたちへの包括的性教育 ～ライフステージに応じた理論と実践～ 

日 程：令和８年１月１７日（土） ※見逃し配信あり 

場 所：神戸市中央区文化センター オンライン同時配信（Microsoft Teams） 

講 師：伊藤 修毅 氏（日本福祉大学 教育・心理学部 学校教育学科 教授） 

受講者：８３名（会場受講 １８名、オンライン ６５名） 
 
受講者内訳：（会場受講） 

地域別人数（名） 職種別人数（名） 

兵庫県 １６ 
作業療法士、主婦 各３ 

養護教諭、言語聴覚士 各２ 

滋賀県、鳥取県 各１ 
教員、保育士、介護福祉士、相談支援専門員 

特別支援学校教諭、保健師、学生、会社員 
各１ 

合 計 １８ 合 計 １８  
（オンライン） 

地域別人数（名） 職種別人数（名） 

兵庫県 ２５ 作業療法士 １２ 

神奈川県、愛知県 各４ 特別支援学校教諭 ６ 

奈良県、滋賀県、千葉県 各３ 理学療法士、放課後等デイサービス職員 各５ 

大阪府、三重県、東京都 

熊本県、長崎県、北海道 
各２ 

心理士、教員 各４ 

児童発達支援管理責任者、助産師、主婦 各３ 

岡山県、岐阜県、静岡県 
福井県、福岡県、大分県 
福島県、山形県、山梨県 
岩手県 

 

 

各１ 

児童指導員、保育士、言語聴覚士 
性教育講師、施設経営者 

各２ 

相談員、保健師、養護教諭、看護師、医師 
思春期保健相談士、医療従事者、会社員 

各１ 

無回答 １ 無回答 ２ 

合 計 ６５ 合 計 ６５  
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⑦  小児期発症慢性疾患の移行支援 

～移行期医療から考える、成人期に向けたライフステージごとの支援～ 

日 程：令和８年１月２４日（土） ※見逃し配信あり 

場 所：兵庫区文化センター 

講 師：位田 忍 氏（大阪母子医療センター臨床検査科 主任部長、 

大阪府移行期医療支援センター センター長 小児科医） 

植田 麻実 氏（大阪府移行期支援センター 移行期医療支援コーディネーター 看護師) 

    田家 由美子 氏（大阪母子医療センター副看護部長、患者支援センター副センター長） 

受講者：３６名（会場受講 １３名、見逃し配信 ２３名） 
 

       受講者内訳：（会場受講） 

地域別人数（名） 職種別人数（名） 

兵庫県 １３ 作業療法士 ６ 

  理学療法士、相談支援専門員 各２ 

  言語聴覚士、保健師、ヘルパー 各１ 

合 計 １３ 合 計 １３ 

 

（見逃し配信） 

地域別人数（名） 職種別人数（名） 

兵庫県 １５ 看護師 ８ 

大阪府 ３ 理学療法士、作業療法士 各４ 

京都府、奈良県 

和歌山県、東京都 

岐阜県 

 

 

各１ 

医師 ２ 

児童発達相談員、教員、公務員 

非常勤講師 

 

各１ 

無回答 １ 

合 計 ２３ 合 計 ２３ 

 

⑧ 保護者のための療育講座 

わが子に合ったかかわり方が見つかる子育てのヒント ～うちの子らしさって、なに？～ 

日 程：令和８年１月３０日（金） ※見逃し配信あり 

場 所：子ども発達支援センタ―・さんだ 

講 師：飯田 勇人 氏（当財団作業療法士） 

受講者：６７名（会場受講 ２２名、後日配信 ４５名） 
 
受講者内訳： 

 

 

 

 

地域別人数（名） 

兵庫県 ６１ 

大阪府 ２ 

千葉県、岐阜県、沖縄県、北海道 各１ 

合計 ６７ 
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（６）講師の派遣 

   要請のあった団体（学校、幼稚園、保育所、療育施設など）に、職員を講師として派遣した。 

派遣先 テーマ 受講者数 実施者 

悦萃坊（台湾） 
シェルボーン・ムーブメント  

～セッション5・6～ 
３９名 財団職員２名 

さんだ子ども発達支援センター 

かるがも園 

子ども療育講座 

～体幹が弱いってどういうこと？～ 
６４名 財団職員４名 

大阪リハビリテーション専門学校 
作業療法治療学 発達障害系Ⅱ 

感覚統合理論の基礎編 
２０名 財団職員１名 

大阪リハビリテーション専門学校 
作業療法治療学 発達障害系Ⅱ 

感覚統合理論の応用編 
２０名 財団職員１名 

 

 

（７）実習生・研修生の受け入れ指導 

  言語聴覚士、作業療法士、理学療法士の養成機関より、依頼があった学校の学生を受け入れて、指導した。 

種別 学校名 日程 人数 実習地 

PT 

神戸国際大学  

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 理学療法士学科 

令和7年8月25日 

～8月27日 
2名 神戸市総合療育センター 

宝塚医療大学 保健医療学部  

理学療法学科 

令和7年9月8日 

～9月12日 
1名 

神戸市総合療育センター 

ひまわり特別支援学校 

OT 

関西医療大学 保健医療学部 

 作業療法学科 

令和7年6月9日 

～8月1日 
1名 子ども発達支援センター・こうべ 

神戸医療福祉専門学校 三田校 

作業療法士科 

令和7年7月28日 

～9月26日 
1名 

子ども発達支援センター・さんだ 
令和8年1月19日 

～2月20日 
1名 

令和8年3月2日 

～3月13日 
1名 

藍野大学 医療保健学部  

作業療法学科 

令和7年9月1日 

～9月6 日 
1名 神戸市総合療育センター 

姫路獨協大学 医療保健学部  

作業療法学科 

令和7年10月6日 

～10月25日 
1名 子ども発達支援センター・こうべ 

兵庫医科大学 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部  

作業療法学科 

令和8年1月12日 

～3月7日 
1名 子ども発達支援センター・こうべ 

ST 

神戸医療福祉専門学校 三田校 

言語聴覚士科 

令和7年6月2日 

～7月25日 
1名 

子ども発達支援センター・さんだ 
令和8年1月5日 

～2月27日 
1名 

大阪医療福祉専門学校  

言語聴覚士学科 

令和7年8月25日 

～9月26日 
1名 子ども発達支援センター・こうべ 

姫路医療専門学校  

言語聴覚士科 

令和7年7月21日 

～9月19日 
1名 

子ども発達支援センター・こうべ 
令和7年11月4日 

～12月12日 
1名 
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（８）児童発達支援・放課後等デイサービス 

  未就学・就学児で、集団療育および個別療育を行う必要があると認められる子どもたちを対象に、日常生

活における基本的な動作の指導や知識技術の獲得支援、集団生活への適応訓練などを行った。 
   

 ◎ハッピーキッズinこうべ 

通所児：児童発達支援       １０名（日） 

放課後等デイサービス    １０名（日） 

計 ２０名 
 

保育所等訪問支援：障がいのある子どもが通う小学校、幼稚園を訪問し、集団生活における子どもへ 

の適切な支援について関係者と情報共有を行った。 ７件 

   ◎センターキッズ 

通所児：放課後等デイサービス   １５名（日） 

 

 

（９）三田市障害児療育センター（児童発達支援センターかるがも園） 

◎児童発達支援（かるがも園） 

就学前の障がいのある子どもに対して、一人一人に合わせた専門的な療育を行うとともに、保育スタ

ッフと訓練士が協力して多角的な支援を行った。 
 

在籍児数 かるがも園（週5日単独通園）    ２０名 

すくすく教室（週1～2親子通園） ２３名 

たけのこクラブ（週1日並行通園）  ２２名 

              計   ６５名 

（年間延べ ５，１９０名） 

通園児・訓練の状況 

年齢別内訳 個別訓練 

0歳児 ２名 理学療法 ５８回 

1歳児 ３名 作業療法･感覚統合療法 ４２１回 

2歳児 １１名 聴覚言語療法 １６８回 

3歳児 １８名 グループ訓練 

4歳児 １５名 聴覚言語療法 ４２回 

5歳児 １６名 作業療法 ４４回 

 

◎保育所等訪問支援（かるがも訪問支援） 

障がいのある子どもが通う小学校、幼稚園を訪問し、集団生活における子どもへの適切な支援について

関係者と情報共有を行った。 

      訪問事業件数：８件   相談事業：１９件 

 

◎相談支援事業（かるがも相談支援） 

   家族や関係機関等の相談に応じて必要な情報提供を行い、連携して課題解決にあたった。また、定期

的にモニタリングを実施して利用者に合わせたプランの提案を行った。 

在籍児・者数 障害児相談支援  １９４名 

計画相談支援           １０名 

     計   ２０４名 
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 相談支援の状況 

   指定相談支援事業 基本相談 

新規計画作成 ２２件 電話相談 １５８件 

計画作成 １９７件 訪問相談 ５件 

モニタリング ２００件 来所相談 ３４件 

  その他 １１件 

 

◎日中一時支援（のびのびクラブ） 

家族の就労や休息等により預りが必要な子どもに対して、かるがも園の保育終了後に一時預りを行った。 
    

実利用人数：３４名      

年間延べ利用児童数：１，５１３名 

 

◎その他の事業 

研修の実施 

内容 実施日程 対象 

「かるがも園の療育について」 
6月17日(火) 

6月18日(水) 
保護者20名 

「骨盤整体体操＆ウォーキングレッスン」 7月14日(月) 保護者8名 

「シェルボーン・ムーブメント研修」 
9月24日(水) 

9月30日(火) 

（すくすく教室） 

保護者12名 

「子どものことばの発達について」 1月28日(水) 保護者16名 

きょうだいプログラム保護者研修会 

「卒・退園児さんの保護者のお話」 
2月16日(月) 保護者5名 

「卒・退園児の保護者のお話」  3月4日(水) 保護者14名 

 

実習生の受け入れ 

学校名 日程 受入人数 

甲南女子大学 看護ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 看護学科 令和7年5月21日 3名 

湊川短期大学 人間生活学科 人間健康専科2年 
令和7年8月4日 

～8月22日 
2名 

兵庫教育大学 学校教育学部 幼児教育グループ2年 
令和7年9月1日 

～9月12日 
2名 

湊川短期大学 幼児教育保育学科2年 
令和7年10月6日 

～10月10日 
1名 

湊川短期大学 幼児教育保育学科1年 
令和8年2月5日 

～3月17日 

日 

4名 

関西学院短期大学 保育科1年 
令和8年3月2日 

～3月13日 
1名 
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園庭開放 

      障がいのある子どもと地域の子どもたちが一緒に活動できる場として、休日にかるがも園の園庭

を開放し、ご家族みんなで楽しめる催しを行った。 

実施日時 参加人数 

令和7年5月10日（土） 参加者55名、ボランティア4名  合計59名 

令和7年8月23日（土） 参加者132名、ボランティア1名  合計133名 

令和7年11月1日（土） 参加者41名、ボランティア2名   合計43名 

令和8年3月7日（土） 参加者69名、ボランティア1名   合計70名 

 

     緑の子育てミーティング 

      緑にあふれた芝生ひろばを守り育て、芝生を通じて地域の方々とつながりを持つため、定期的に

ボランティアとミーティングを開催し、芝生の管理作業についての話や、近況報告等を行った。 

実施日時 参加人数 

令和7年4月26日（土） ボランティア4名、職員4名   合計8名 

令和7年5月10日（土） ボランティア4名、職員3名   合計7名 

令和7年6月7日（土） ボランティア4名、職員2名   合計6名 

令和7年7月19日（土） ボランティア3名、職員4名   合計7名 

令和7年8月23日（土） ボランティア2名、職員4名   合計6名 

令和7年10月4日（土） ボランティア3名、職員4名   合計7名 

令和7年11月1日（土） 

 

ボランティア3名、職員4名   合計7名 

令和8年2月14日（土） ボランティア2名、職員4名   合計6名 

令和8年3月7日（土） ボランティア3名、職員3名   合計6名 

 

［２］［激励支援事業］ 

（１）第２５回 サマースクール 

日 程：令和７年８月１日（金）～８月２日（土） 

    場 所：子ども発達支援センター・さんだ 

三田市野外活動センター 

    内 容：家族から離れた 1 泊 2 日の集団生活の中で様々なプログラムにチャレンジすることで、子ど

もたちの主体性や協調性を育み、豊かな発達を促すことを目的に開校した。 

    援 助：神戸市社会福祉協議会 障害者福祉基金 フェスピック事業助成 

    参加児：小学生 １０名  スタッフ ７名  ボランティア ３名 
     

参加児内訳： 

地域別人数   学年別人数 

神戸市   ５名 １年生  １名 

三田市   ４名 ２年生  ２名 

尼崎市 １名 

 

３年生  １名 

  ４年生  ２名  
   ５年生  ２名 

   ６年生  ２名 

合計    １０名  合計   １０名 
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（２）第４６回 夏のレクリエーションツアー 

    日 程：令和７年９月６日（土）・１０月４日（土） 

    場 所：キッザニア甲子園 

    内 容：東播・神戸地域の障がいのある子どもたちと家族を対象に、楽しみながら仕事にチャレ 

ンジし、社会のしくみを学ぶことができる「キッザニア甲子園」へのツアーを開催した。 

     援 助：兵遊協福祉基金 

神戸市社会福祉協議会 児童福祉基金 唐川民間社会福祉団体事業助成 

    物品寄贈：丸中製菓株式会社・サントリー株式会社神戸支社・アサヒフーズ株式会社 

    参加者：子どもと家族 ２９０名   スタッフ ２４名 
 
参加者内訳： 

地域別参加人数 年齢別人数（対象児・者） 

神戸市 

三田市 

明石市 

加古川市
姫路市 

三木市 

加古郡 

尼崎市 

１７８名 

６８名 

１２名 

１１名 

１１名 

４名 

３名 

３名 

３～６歳 

７～１２歳 

１３～１５歳 

  

 ３４名 

 ６７名 

  ８名 

  

合計 ２９０名 合計 １０９名 
       
 

 

（３）少林寺拳法連盟「ＫＨＳＣさんだ」秋季レクリエーション 

日 程：令和７年１０月２６日（日） 

場 所：有馬富士公園 

内 容：子ども発達支援センター・さんだの少林寺拳法教室の参加者が交流を深めることを目的に、 

レクリエーションを開催し、地域奉仕としてゴミ拾いを行った。 

参加者内訳：中学生以下 ３名、高校生以上 ２名、教室指導者 ６名、保護者 ２名 

 

 

（４）子どもたちの個性を育てる活動 

身体活動をとおして、子どもたちの身体能力の発達と精神的な発達を支援した。 

中学生・高校生クラブは、将来の社会参加を見据えて、社会適応能力を養った。 

場所：子ども発達支援センター・さんだ 

活動 実施曜日 登録人数 活動回数 延参加人数 

トランポリン 毎週火・木曜日  １８名  ９３回 ５１５名 

少林寺拳法 毎週日曜日  １０名  ４０回 ３２１名 

中学生クラブ 月１回土曜日   ９名  １３回 ３５名 

高校生クラブ 月１回土曜日   ２名  １３回  ２２名 

自然体験クラブ 月２回土曜日 ２５家族  ２０回 ４１１名 
 

 

 

（５）神戸ストークス バスケットボール 試合招待 Kids Dream Project 

プロバスケットボールチーム：神戸ストークスより、子どもたちと家族を試合にご招待いただいた。 

今回、エスコートキッズへの参加は無かったが、記念品として応援メガホンを頂戴した。 
 

招待日程：令和８年２月２８日（土）GLION ARENA KOBE  ９家族 ３４名 
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（６）他団体事業援助 

子どもたちの発達援助のために、他団体が開催している事業に援助をした。 

・兵庫リハビリテイション心理研究会 第４０回大会 

・兵庫リハビリテイション心理研究会 第３６回療育キャンプ 

・第５２回兵庫県連合心理療育キャンプ 

 

 

（７）海外療育支援事業 

令和７年７月に、ＮＰＯ法人 シロアム友の会、ＮＰＯ法人 海外に子ども用車いすを送る会、公益財団 

法人 ＰＨＤ協会（ミャンマー大地震緊急募金）に寄付を届けた。 

 

［３］［愛護思想啓発事業］ 

（１） 啓発文書の発行 

① 令和６年度 事業報告書 

     発行日：令和７年５月         発行数：３，５００部 

② 短報の発行 

発行日：令和７年８月       発行数：１，６００部 

    令和８年２月      発行数：２，０００部 

③「財団だより５２号」（機関紙） 

      発行日：令和７年１１月     発行数：３，０００ 部 

 

（２） 令和７年度 療育募金 

期 間：令和７年５月～令和８年３月 

内 容：子ども発達支援センターの「初回相談料無料」や「非課税世帯への訓練費減免」のために、 

年間の療育活動に対する募金を行った。 

協力団体・個人： 

ロータリークラブ   ６ その他団体  ６２ 

ライオンズクラブ   １ 個人  ２８ 

社会福祉協議会   ２ 
 

   

合計   ９９件 

 

（３）令和７年度「サマープログラム募金」 

    期 間：令和７年５月～令和７年１２月 

    内 容：「夏のレクリエーションツアー」「ことばの巡回相談」「サマースクールinさんだ」「少林寺拳

法教室秋季レクリエーション」を実施するために募金を行った。 

協力団体・個人： 

ロータリークラブ   ４ その他団体  ５４ 

社会福祉協議会   ２ 個人  ２８ 

合計   ８８件 
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（４）賛助会員の募集 

期 間：通年 

内 容：個人や団体に向けて、障がいのある子どもたちへの理解を深めていただき、子どもたちの活動

を支援してくださる「賛助会員」を募った。 

協力会員数：１，１３０名（前年１，１６０名） 

 

（５）チャリティーボックス募金 

期 間：通年 

内 容：医院やホテル、飲食店などにチャリティーボックスを設置してもらい、募金を呼びかけた。 

設置協力数：２９３ヶ所 

 

（６）子ども未来応援募金 

期 間：通年 

内 容：家庭用のチャリティーボックス（募金箱）を配布し、個別寄金を募った。また、チャリティ・ 

コンサートで来場者に募金を呼びかけた。 

協力者数：４件 

 

（７）令和７年度 歳末募金 

期 間：令和７年１２月～令和８年１月 

内 容：障がいのある子どもたちを支援する活動を、継続的に進めるために、個人・団体に向けて、 

歳末の寄付のお願いを呼びかけた。 

協力数：７６３件（前年度７５３件） 

 

（８）チャリティコンサートの開催 

ストラディヴァリウス・コンサート2025 ～300年の名器による珠玉の室内楽～ 

内 容：当財団、日本音楽財団、神戸市民文化振興財団の共同により、ティモシー・チューイさん（ヴ 

ァイオリン）・上野通明さん（チェロ）・須関裕子さん（ピアノ）によるストラディヴァリウス 

コンサートを開催した。本公演のチケット販売による収入は、コンサート実行委員会を通じて、 

当財団の行う公益事業に寄付された。 

日 程：令和７年９月１３日（土） 

    場 所：神戸文化ホール 中ホール 

    主 催：公益財団法人日本音楽財団、公益財団法人神戸市民文化振興財団 

共 催：公益財団法人ひょうご子どもと家庭福祉財団 

助 成：公益財団法人日本財団 

協 力：子ども発達支援センターコンサート実行委員会 

来場者：６３４名 

 
 


